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区　　　分 塩 水 選 種 子 消 毒 浸 種 期 間 播 種 日 育苗期間 移 植 日

七夕こしひかり ２月５日 ２月５日～２月６日 ２月７日～２月１７日 ２月１８日 49日 ４月７日

令和８年産 おいしい “しろいし特別栽培米”栽培しおり（七夕こしひかり）
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り
あ
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水
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源
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穫
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ょ
う

収量目標＝㎡当り穂数×１穂籾数×登熟歩合×玄米千粒量
５００㎏　　　４００本　　　７５粒　 　 ８０％　 　 ２１.０ｇ

J A さ が 白 石 地 区
武雄 杵島地区農業指導連絡協議会

・
栽
培
履
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記
帳
の
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佐
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県
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応
じ
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栽
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理
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徹
底

・
豊
か
な
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り
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土
づ
く
り
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ら

栽培上のポイント
①	土づくり資材の投入により、地力向上と生産アップに努める。
②	健苗移植による早期活着、分げつ茎の早期確保に努める。
③	栽植密度60株／坪移植および適切な水管理による茎数確保と
　 倒伏防止に努める。（普通期水稲より播種量が少ないので疎植はしない。）
④	有機物の施用により、ブランド米“七夕こしひかり”の生産に努める。
⑤	減農薬、減化学肥料栽培による “七夕こしひかり” 生産の確立に努める。

◎土づくり資材

（施肥基準）

（除草剤）

（本田防除）

健苗育苗の目標

◎野菜跡地のガス抑制資材
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水 管 理

栽培管理
の 要 点

　
高
温
・
多
湿
の
た
め
焼
け
米
発
生
に
注
意

◎
適
期
刈
取
り
の
励
行

　
刈
取
り
５
日
前
頃
の
落
水

　
カ
メ
ム
シ
一
斉
防
除

　

穂
肥
施
用
は
幼
穂
長
１.５
㎝
を
確
認
し
て
か
ら

◎
穂
肥
は
葉
色
板
の
活
用（
３．５
を
基
準
）

　

梅
雨
の
為
水
管
理
に
注
意

　

中
干
し
の
励
行
（
一
株
２０
本
の
茎
数
を
確
保
）

　

作
溝
の
実
施
（
５
月
２０
日
ま
で
に
）

　

亀
裂
が
生
じ
な
い
水
管
理

　

浅
水
管
理
で
分
げ
つ
促
進

　

移
植
後
～
４
月
下
旬
ま
で
深
水
管
理
と
す
る

　

栽
植
株
数
は
60
株
程
度
と
す
る

　

植
付
本
数
３
～
４
本
の
浅
植

　

地
温
を
上
げ
る

　

４
／
1
ま
で
代
か
き
は
完
了
し
水
を
貯
め

　

野
菜
跡
は
無
肥
料

　

元
肥
の
基
準
厳
守
・
ケ
イ
酸
カ
リ
の
施
用

　

土
づ
く
り
資
材
の
施
用

　

１０
日
前
に
は
自
然
条
件
の
育
苗
管
理

　

移
植
前
１５
日
目
頃
よ
り
徐
々
に
外
気
に
馴
ら
し

　

節
水
で
の
育
苗
管
理

　

段
積
期
間
中
の
上
下
入
替（
３
日
～
４
日
目
）

　

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
・
換
気
に
注
意

　

育
苗
期
間
の
追
肥

◎
播
種
量
１２０
ｇ
／
箱
の
徹
底

　

種
子
浸
漬
期
間
は
１０
～
１１
日
間

　

塩
水
選
１．１２
の
励
行

（+３５日）

５ ㎝

０ ㎝

（七夕こしひかり）
主
　
桿
　
出
　
葉
　
数
　
（Ｌ）

分
げ
つ
茎
数

１４

１３

１２

１１

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

本／㎡

４月 ７日移植
３．５葉苗推定出葉ステージ

葉 　 令

茎 　 数

目標穂数
（４００本／㎡）

８Ｌ出葉期間

出葉終り６／２８

入
梅
６／５

梅
雨
明
７／７

出　

穂　

期　
（７／１）

成　

熟　

期　
（８／１）

０

５００

肥　　　料　　　名 一般田 野菜跡 大豆跡

堆 肥
いずれか
施 用

   １ｔ

ア ヅ ミ ン  ４０㎏

ミ ネ ラ ル Ｇ
いずれか
施 用

１００㎏ １００㎏ １００㎏

ケ イ 鉄 ２００㎏ ２００㎏ ２００㎏

グ ア ノ Ｇ 施 用  ２０㎏  ２０㎏  ２０㎏

区　　　分 元　　　　　　　肥 穂　　　　　　肥

肥 料 名 ケ イ 酸 カ リ
又 は 、シ リ カ サ ポ ー ト ゴ ー ル ド 有 機 ５ ０ ゴ ー ル ド 有 機 ５ ０

一 般 田 ６０㎏ ２０㎏ １０㎏

野 菜 跡 ６０㎏ 無肥料 １０㎏

大 豆 跡 ６０㎏ １０㎏ １０㎏

　　　※ 側条施肥の場合は、元肥７０％程度とする。
〔備　考〕① たい肥又はアヅミンは２月末までに施用。

　　　　 ② ケイ酸カリ（又は、シリカサポート）を元肥に施用していない圃場は登熟向上、倒伏抑制の為６月

１日頃に必ず施用する。

　　　　 ③ 穂肥は葉色板３．５を基準とし、幼穂長１．５㎝を確認してから施用する。

除 草 剤 名 使用量（１０ａ） 使 用 時 期

ガツントZ1㎏粒剤（２成分） １㎏ 移植直後～ノビエ 3 . 5 葉期
（田植同時処理対応可）

シンゲキ１㎏粒剤（２成分） 1㎏ 移植直後～ノビエ 2 . 5 葉期
（田植同時処理対応可）

〔備　考〕① 極端な浅植及び田面の露出での補植は生育を抑制することがあるので注意する。

防 除 時 期 薬　剤　名 使用量（１０ａ） 対象病害虫

 ７月期（乳熟期） ス タ ー ク ル 紛 D L ３㎏ カ　メ　ム　シ　類

区　　　分 １箱当り播種量
（浸漬籾） 草　　丈 葉　　齢 育苗日数 １０ａ当り箱数

七夕こしひかり １２０ｇ １３㎝以内 ３．５枚以上 49日 ２３～２５箱

資材名 使用量（１０ａ） 使　用　方　法

ガスヌキドン ３～ ４㎏

代かき前またはガス発生時
に散布し、散布後は ３ ～ ４
日溜めておく。

菌 力 ア ッ プ １ ０ ～ ２ ０ ㍑

代かきを仕上げて、水を入
水する時に水口から流しこ
む。但し、圃場の １／３ 程度
水が入ってから流しこむ。

野菜跡の残さ等は早めに鋤込みを
行いガス発生抑制に努める。
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中
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し


